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来する 30の既知配列情報と新たに取得した 61株の配列情報を用いた。また ITS-L分子系統樹の系統関係を










一方で2つの例外的な事例も見出されている。 1つはオーストラリアに由来する 2つの無毒株 (AJ582277
and AJ582278)が、有毒株とともにクレード田に含まれていたことである。これ以外のオーストラリア株は
全て有毒株であることから、この 2つの株は、二次的に毒を作る能力を失ったと考えられた。 2つ日は、タ
ィ産の株 (DMK51016)で、 LC-MS分析では無毒で、クレード iに含まれているにも関わらず、サイズの異
なるのが遺伝子断片が検出された。この無毒株と同じ池から、クレード固に含まれる有毒株が採取されて
いることから、同所的に存在する有毒性集団から、クレード Iに所属する無毒集団にのだ/遺伝子の水平伝
搬が起きている可能性が示唆された。
ITS-Lの配列情報をもとに算出した遺伝的多様性の解析では、クレード Iが0.92と最も高く、次いで、ク
レードWの0.64、クレードEの0.54、クレード盟の0.19という結果となった。クレード Iはヨーロッパか
らアジアにいたる広大な範囲の温帯域の集団由来の培養株で構成されており、エリアサイズや自然環境の多
様さが、高い遺伝的多様性の背景にあることが推察された。
審査の結果の要旨
本研究において、有毒性シアノバクテリ 7Cylindrospermopsis raciborskiiを研究対象として、世界規模の集
団を解析することにより、地理的区分に基づく集団の進化系統的独自性に加えて、有毒性集団の独自性を明
らかにすることができた。すなわち、少なくとも大陸スケールで区分された集団関では、今のところ遺伝的
な交流は無かったと推定できる。また有毒性集団は、太平洋西岸の熱帯・亜熱帯域に限定されており、その
北限が日本南方域にあることが、本研究により初めて提示された。本研究で得られた結果は、過去に提案さ
れた大陸スケールの分布拡散や越境移動の可能性に関する仮説が誤りであることを示している。有毒シアノ
バクテリアは環境問題の原因生物として社会的な関心も高く、本研究で得られた独自の系統地理学的結果は、
重要な基礎的、科学的な知見を提供するものと言える。
平成 24年2月2日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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